
牙
一
号
（
十
一
月
十
六
日
）

昭
和
四
十
二
年
十
一
月

四
日
市
市
議
会
臨
時
会
会
陵
録
目
次

会
諮
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

会
期
の
決
定
に
つ
い
て
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ノ

．．．．．．．．．．．． 

昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

諮
案
説
明
：
質
疑
•
•
特
別
委
員
会
設
置
：
付
託
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

諮
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

を
一
号
(
+
一
月
二
十
二
日
）

昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

•••••••••••••••••••.••••••••..•••••.••••••••••...•.•..••..••.••••• 

委
員
長
報
告
：
質
疑
、
討
論
、
諮
決

II 
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会
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日

市

市

議

会
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ォ
＿
一
会
期
の
決
定
に
つ
い
て

牙
一
会
談
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

オ
四

議
案
オ
九

0
号

昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計

に
つ
い
て
：
・
：
・
:
・
:
．．．．．．．．．．．．． 
議
案
説
明
：
質
疑
•
•
特
別
委
員
会
設
置
：
付
託

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

．．．．．．．．．． 
議
案
説
明
：
質
疑
、
討
論
、
議
決

0
本
日
の
会
誤
に
付
し
た
事
件

決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

牙
三
議
案
牙
八
九
号

オ
ニ
会
期
の
決
定
に
つ
い
て

オ
ー
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
十
六
日
（
木
）
午
前
十
時
開
会

〇
識

事

日

程

牙

一

号

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
十
六
日
（
木
曜
日
）

噸

和

四

一

十

二

眸

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

才

一

号

り`

ー

米

田

好

兼

速

記

-I-

ー

ー，



オ
四

牙

議
案
オ
八
九
号

議
案
牙
九

0
号

0
出
席
議
員
（
四
十
名
）

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

前

川

辰

男

君

藤

井

泰

治

郎

君

日

比

義

平

君

日

沖

武

男

君

早

川

正

夫

君

服

部

旦一

弘

君

長

谷

川

鐸

元

君

野

崎

貞

芳

君

生

川

平

蔵

君

豊

田

稔

君

坪

井

妙

子

君

辻

誠

君

谷

口

専

九

君

高

橋

力

君

志

積

政

君

坂

上

長

十

郎

君

後

藤

藤

太

郎

君

小

林

哲

夫

君

訓

覇

也

男

君

喜

多

野

君

}II 

村

等潔

君

加

藤

定

男

君

笠

田

七

衛

君

大

谷

喜

正

君

大

島

武

雄

君

岩

田

久

雄

君

伊

藤

信

君

伊伊

藤

太

郎

君

藤

金

君

荒

木

武

治

君

天

春

文

雄

君

味

岡

郎

君

昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

-3-

,
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〇
欠
席
議
員
（
四
名
）

0
議
案
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

監

査

委

員

森

長

滝

新

八

君

消

防

長

竹

内

鉄

雄

君

次

伝

之

助

君

教

育

長

栗

林

武

男

君

副

収

入

役

村

木

喜

代

次

君

建

設

部

長

園

浦

和

己

君

土

木

部

長

輪

喜

代

司

君

衛

生

部

長

中

山

英

郎

君

厚

生

部

長

小

西

忠

臣

君

産

業

部

長

阿

南

輝

税

務

部

長

伊

藤

涼

彦．一

君 君

市

長

公

室

長
部

総

務

長

平

井

清

君

谷

沢

文

男

君

助

役

庄

司

良

君

助

役

岩

野

見

斉

君

市

長

九

鬼

喜

久

男

君

山

口

信

生

君

増

山

英

君

小

林

喜

夫

君

伊

藤

泰

君

吉

垣

照

男

君

山

本

勝

君

山

中

忠

君

矢

田

繁

郎

君

安

垣

勇

君

六宮

平

豊

司

君

田

勇

君

松

島

良

君

-5- ーダー



ま
ず
、

〔

rh位
（
九
鬼
喜
久
男
沿
）
登
埴
〕

0
市
議
会
事
務
局

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
、
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
名
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
厳
卒
日
程
汁
一
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ

要
求
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
諾
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
要
求
書
写
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
教
育
委
員
長
は
裁
判
の
た
め
欠
席
い
た
し
ま
し
た
か
ら
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

〇
磁
長
（
日
比
義
平
君
）

本
臨
時
会
の
会
議
録
署
名
陵
員
は
、
矢
田
繁
郎
君
と
山
本
勝
君
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

日
程
ォ
ニ

〇
訊
虻
（
日
比
義
平
君
）

今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
の
七
日
間
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
践
長
（
日
比
義
平
君
）

日
程
牙
三

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
七
日
間
と
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

諮
案
牙
八
十
九
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

0
議
品
（
日
比
義
平
君
）

0
市
品
（
九
鬼
也
久
男
沿
）

次
に
、
日
程
牙
三
、
議
案
オ
八
十
九
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等

決
算
認
定
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

捉
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
市
長
。

た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
ま
し
た
昭
和
四
十
一
年
度
決
算
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
い
て
歳
入
決
算
額
は
五
十
五
億
六
千
百
九
十
万
六
千
八
百
八
十
五
円
、
歳
出
決
算
額
は
五
十
二
億
一
千
三
百
六

十
五
万
五
千
三
百
三
十
一
円
で
あ
り
ま
し
て
、
差
し
引
き
三
億
四
千
八
百
二
十
五
万
一
千
五
百
五
十
四
円
の
決
算
剰
余
金
を
生
じ
ま
し
た

r 

次
に
、
日
程
ォ
ニ
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

日
程
オ
一
、
会
議
録
署
名
識
且
の
指
名
を
行
な
い
ま
す
。

日
程
牙
ー
会
諧
録
署
名
諮
員
の
指
名
に
つ
い
て

た
だ
い
ま
よ
り
会
識
を
開
き
ま
す
。

し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
時
六
分
開
会

主

事

板

崎

大

之

丞

君

主

事

佐

藤

正

俊

君

主

事

坂

井

長

衛

君

議

事

係

長

小

坂

靖

君

次

長

岩

谷

剛

君

事

務

局

長

菊

地

英

也

君

-?- -6-



り
ま
す
。

一
千
万
円
の
繰
り
出
し
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、

り
、
調
定
額
五
十
七
億
八
百
九
十
八
万
九
千
三
百
五
十
二
円
に
対
し
て
は
約
九
七
・
四
形
の
収
入
率
と
な
り
ま
す
。

歳
入
決
算
の
予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
、
約
一
〇
彩
で
、
予
算
現
額
よ
り
一
億
七
千
三
百
二
十
三
万
一
千
百
七
十
円
の
収
入
超
過
と
な
一-ク

収
入
の
白
谷
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
決
算
額
の
約
五
五
•
四
彩
三
十
億
七
千
八
百
七
十
三
万
七
千
九
百
四
十
九
円
が
市
税
収
入
で
、

約
四
四
・
六
％
二
十
四
億
八
千
三
百
十
六
万
八
千
九
百
三
十
六
円
が
市
税
以
外
の
収
入
で
あ
り
ま
し
て
、
市
税
収
入
に
お
い
て
は
、
自
然

増
収
を
み
た
結
果
、
予
算
現
額
よ
り
一
億
七
千
六
十
九
万
八
千
余
円
を
上
回
り
、
市
税
以
外
の
収
入
に
お
い
て
は
、
基
金
繰
入
金
、
市
債

そ
の
他
で
一
部
事
業
繰
り
越
し
等
の
関
係
で
予
算
不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
地
方
譲
与
税
、
使
用
料
及
び
手
数
料
そ
の
他
に
お
い
て
予
算

超
過
と
な
り
、
差
し
引
き
二
百
五
十
三
万
二
千
余
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

収
入
未
済
額
は
、
本
年
度
で
や
む
を
得
ず
不
納
欠
損
処
分
に
付
し
た
額
三
百
九
十
八
万
四
百
十
二
円
を
除
い
て
、
市
税
そ
の
他
で
一
億

四
千
三
百
十
万
二
千
五
十
五
円
を
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
が
徴
収
確
保
に
一
段
の
努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す

3

次
に
、
歳
出
決
算
の
予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
、
約
九
六
・
八
彩
で
、
翌
年
度
事
業
繰
り
越
し
額
五
千
七
百
九
十
四
万
五
千
五
百
九
円

を
除
い
た
額
一
億
一
千
七
百
七
万
四
千
八
百
七
十
五
円
の
不
用
額
を
生
じ
ま
し
た
。

支
出
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
冊
主
要
施
策
の
実
績
報
告
書
に
よ
り
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
各
款
の
予
算
執
行

率
は
、
議
会
費
九
九
・
ニ
％
、
総
務
費
九
六
・
九
彩
、
民
生
費
九
六
・
ニ
％
、
衛
生
費
九
五
・
六
％
、
労
働
費
九
四
・
九
％
、
農
林
水
産

業
喪
九
七
•
一
％
、
商
工
典
九
九
•
五
％
、
土
木
費
九
九
％
、
消
防
費
九
八
・
八
％
、
教
育
費
九
五
・
七
％
、
災
害
復
旧
費
九
七
・
ニ
彩

公
債
喪
九

O・
二
％
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
翌
年
度
事
業
繰
り
越
し
額
は
、
繰
り
越
し
明
許
に
よ
る
も
の
が
、
市
民
体
育
館
建
設
事
業
費
ほ
か
三
件
で
三
千
六
百
九
十
四
万

三
千
四
百
六
十
五
円
、
事
故
級
り
越
し
に
よ
る
も
の
が
海
蔵
保
育
園
新
築
事
業
費
ほ
か
二
件
二
千
百
万
二
千
四
十
四
円
で
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
放
出
決
算
の
結
果
、
前
述
の
決
算
剰
余
金
を
生
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
に
は
翌
年
度
繰
り
越
し
事
業
費
財

．
源
充
当
額
二
千
二
百
九
十
二
万
四
千
五
百
九
円
を
含
み
ま
す
の
で
、
実
質
剰
余
金
は
差
し
引
き
三
億
二
千
五
百
三
十
二
万
七
千
四
十
五
円

と
な
り
ま
す
。

次
に
、
各
特
別
会
計
及
び
桜
財
臨
区
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
ず
れ
も
歳
入
が
歳
出
を
上
回
り
、
決
算
剰
余
金
を
生
じ
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
市
立
印
刷
所
会
計
に
お
い
て
は
三
百
四
十
九
万
八
千
五
百
四
十
八
円
、
基
金
会
計
に
お
い
て
は
災
害
救
助
基
金
、
小
菅
科
学
教

賃
典
基
金
及
び
財
政
調
賂
基
金
の
合
計
二
百
二
十
七
万
一
千
二
百
十
円
、
公
益
質
屋
会
計
で
は
十
万
五
千
九
百
五
十
八
円
と
な
り
、
競

輪
事
業
会
計
に
お
い
て
は
九
千
九
百
五
十
七
万
四
千
四
百
五
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
な
お
当
事
業
会
計
か
ら
本
年
度
は
一
般
会
計
ヘ
一
億

国
民
健
康
保
険
会
計
は
二
千
五
百
五
十
七
万
五
千
七
百
四
十
五
円
、
と
畜
場
食
肉
市
場
会
計
は
五
十
五
万
七
千
八
百
六
十
二
円
、
市
営

焦
市
場
会
計
は
十
八
万
七
千
六
十
七
円
、
公
共
下
水
迅
会
計
に
お
い
て
は
一
千
百
四
十
二
万
九
千
七
十
二
円
の
決
算
剰
余
金
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
う
ち
に
は
翌
年
度
繰
り
越
し
事
業
股
財
源
充
当
額
八
百
六
十
万
円
を
含
み
ま
す
の
で
、
実
質
剰
余
金
は
差
し
引
き
二
百
八
十

二
万
九
千
七
十
二
円
に
な
り
ま
す
。
西
浦
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計
に
お
い
て
も
一
千
四
百
二
十
六
万
五
千
七
百
九
円
の
決
算
剰
余
金
を

生
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
翌
年
度
繰
り
越
し
事
業
股
財
源
充
当
額
一
千
四
百
十
九
万
一
千
三
百
三
十
円
を
差
し
引
き
七
万
四
千
三
百
七

十
九
円
が
実
傾
剰
余
金
と
な
り
ま
す
。
桜
財
脱
区
に
お
い
て
は
、
九
万
八
千
三
百
十
四
円
の
決
算
剰
余
金
を
生
じ
ま
し
た
。

以
上
に
よ
り
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
桜
財
産
区
の
決
算
を
総
括
い
た
し
ま
す
と
、
歳
入
が
八
十
五
億
五
千
六
百
八
十
八
万
九
千

四
百
九
十
八
円
、
歳
出
が
八
十
似
五
千
百
七
万
四
千
五
十
四
円
と
な
り
、
差
し
引
き
五
億
五
百
八
十
一
万
五
千
四
百
四
十
四
円
の
決
算
剰

余
金
を
得
て
昭
和
四
十
一
年
度
決
罪
を
終
了
し
た
次
牙
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
昭
和
四
十
一
年
度
用
品
購
入
基
金
及
び
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
冊
調
書
の
と
お
り
で
あ
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た
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
容
議
の
:
え
ご
認
定
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
す

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。
ー
ー
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

0
前
川
辰
男
君

四
十
一
年
度
の
決
算
全
般
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
決
算
議
会
に
つ
き
ま
し
て
、
か
つ
て
四
日
市
で
は
新
し
い
予
算
を
編
成
す
る
三
月
の
議
会
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
決
算
が
報
告

を
さ
れ
て
お
っ
た
こ
と
が
過
去
に
お
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
比
較
し
ま
す
と
い
う
と
一
段
の
進
歩
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
決
算
を
十
二
分
に
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
次
の
新
し
い
予
算
を
編
成
す
る
う
え
に
お
い

て
非
常
に
大
き
な
参
考
に
な
る
わ
け
で
す
。
す
べ
て
わ
れ
わ
れ
は
計
画
は
立
て
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
結
果

と
い
う
も
の
に
対
し
て
十
分
検
討
を
加
え
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
次
の
進
歩
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
が
、
ど
う

嘉
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
う
済
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
よ
く
不
問
に
付
し
た
り
、
あ
る
い
は
忘
れ
去
っ
て
、

し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
点
に
対
し
て
決
算
が
こ
の
時
点
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
け

四
十
一
年
度
の
一
般
会
計
を
見
ま
す
と
い
う
と
、
ま
ず
当
初
予
算
と
い
う
も
の
が
、
こ
こ
に
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
四
十
三
億

四
千
六
百
万
円
ば
か
り
が
組
ま
れ
て
お
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
、
最
終
的
に
は
約
十
億
余
ふ
え
、

こ
う
い
う
傾
向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
そ
れ
ら
が
歳
出
の
面
に
お
い
て
不
用
額
一
億
一
千
七
百
万
も
出
て
き
て
お
る
。

こ
れ
ら
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
い
う
と
、

ん
予
算
編
成
に
お
い
て
、

四
日
市
の
予
算
と
い
う
の
は
、

い
ろ
ん
な
問
題
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。

は
な
は
だ
抽
象
的
な
甘
い
方
で
恐
縮
な
ん
で
す
が
、

一
番
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
十
分
に
そ
の
点
に
留
意
を

さ
ら
に
調
定
で
は
上
回
っ
て
お
る
、

お
そ
ら
く
五
百
数
十
あ
る
他
の
都
市
に
比
較
し
て
た
い
ヘ

こ
ま
か
く
申
し
上
げ
ま
す
と
い
う
と
た
い
へ
ん
こ
う
時
間
も
か
か
り
ま
す
の
で
、

か
い
つ
ま
ん
で
巾
し
上
げ
れ
ば
こ
う
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

当
初
予
算
の
市
品
説
明
等
に
お
き
ま
し
て
は
、
常
に
こ
と
し
の
財
政
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
、
し
た
が
っ
て
、
予
算
編
成
に
お
い
て
今

後
の
問
題
に
つ
い
て
は
十
分
慎
頂
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
見
通
し
も
決
し
て
明
る
い
と
は
い
え
な
い
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が

た
び
た
び
苔
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

わ
れ
が
衆
知
を
集
め
て
で
す
ね
、

と
こ
ろ
が
で
す
ね
、

一
体
こ
れ
は
何
で
あ
る
か
と
。
少
な
く
と
も
当
初
予
算
に
お
け
る
一
年
間
の
予
算
編
成
と
い
う
の
は
、

一
年
間
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
―
つ
の
大
き
な
方
針
を
打
ち
立
て
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
つ
く
ら

れ
た
予
算
で
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
途
中
に
お
い
て
ど
ん
ど
ん
と
追
加
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情

も
あ
る
に
し
ろ
、
お
そ
ら
く
ほ
ん
と
う
に
財
政
の
窮
乏
し
て
お
る
と
い
い
ま
す
か
、
あ
る
い
は
も
っ
と
言
い
方
を
か
え
た
場
合
も
あ
る
と

思
う
ん
で
す
。
述
う
坦
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
非
常
に
ま
じ
め
に
と
い
い
ま
す
か
、
予
算
に
取
り
組
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
お
い

て
は
、
当
初
予
算
と
批
終
予
雰
の
差
と
い
う
の
は
そ
う
出
て
く
る
は
ず
が
な
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
四
日
市
の
場
合
に
は
、
こ
れ
は
も

う
四
日
市
の
特
性
と
い
い
ま
す
か
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
た
い
へ
ん
そ
の
差
の
開
き
が
あ
る
。
見
方
を
か
え
れ
ば
、
非
常
に
不
ま
じ
め

な
予
罫
を
組
ん
で
お
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
途
中
で
ど
う
せ
追
加
が
で
き
る
ん
だ
と
い
う
安
易
な
考
え
方
で
、
予
算
編
成
が
な
さ
れ
て
お

る
と
す
れ
ば
で
す
ね
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
と
し
て
十
分
注
意
を
し
て
、
今
後
の
予
鉢
編
成
に
さ
ら
に
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
対
す
る
今
後
の
当
局
の
予
狂
編
成
に
対
す
る
考
え
方
を
お
伺
い
し
た
い
。

な
お
、
も
う
少
し
こ
ま
か
い
点
で
若
干
指
摘
を
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
予
鉢
で
あ
り
な
が
ら
で
す
ね
、
細
部
に
わ
た
っ
て
歳
出
を

し
て
、
努
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
い
ま
一
歩
の
努
力
を
お
願
い
で
き
れ
ば
、

っ
こ
う
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

〔
前
川
辰
男
君
登
壇
〕

前
川
君
。

い
ま
私
が
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
か
な
り
そ
の
当
初
と
は
違
っ

わ
れ
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き
た
い
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
。

う
と
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

見
て
お
り
ま
す
と
い
う
と
、
施
設
関
係
の
需
用
費
、

こ
れ
が
残
さ
れ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
金
額
に
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
お

り
ま
す
か
ら
、
そ
う
大
き
な
金
額
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
予
算
に
比
較
し
て
で
す
ね
、
そ
う
い
う
需
用
費
が
残
さ
れ

か
つ
て
養
護
施
設
の
需
用
費
あ
る
い
は
食
費
等
に
つ
き
ま
し
て
、
保
健
所
の
犬
の
食
費
よ
り
も
少
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
指
摘
が

な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
で
す
ね
、
各
施
設
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
困
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
施
設
に
お
い
て
は
十
分
な
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
義
務
教
育
が
公
費
負
担
で
あ
り
な
が
ら
P
T
A
等
が
か
な
り
負
担

を
し
て
お
る
と
い
う
ゆ
が
め
ら
れ
た
問
題
も
出
て
お
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
、

の
予
群
を
展
望
す
る
な
ら
ば
、
非
常
に
こ
う
放
漫
的
な
予
箕
編
成
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
受
け
る
よ
う
な
結
果
が
出
て
お
る
。
こ
の

こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
十
分
反
省
を
し
な
が
ら
今
後
の
予
穿
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
を
考
え
な
が
ら
、
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
担
当
の
部
長
な
り
、
さ
ら
に
助
役
等
の
お
答
え
を
い

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

岩
野
助
役
。

〔
助
役
（
岩
野
見
斉
君
）
登
壇
〕

〇
助
役
（
岩
野
見
斉
君
）

た
だ
い
ま
ご
指
摘
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
数
字
を
な
が
め
ま
す
と
き
に
こ
れ
は
ご
も
っ
と
も
だ
と
考
え
る

す
で
に
お
わ
か
り
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
一
番
大
き
な
要
素
は
、
毎
年
の
ベ
ー
ス
改
定
の
問
題
が
編
成
当
時
に
見
当

は
つ
い
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
ち
よ
っ
と
計
上
す
る
の
は
、
国
で
も
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
あ
避
け
て
お
る

と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
国
、
あ
る
い
は
県
の
分
担
金
の
問
題
が
予
卯
絹
成
時
に
お
い
て
は
確
定
し
て
い
な
い
と
い
う
、
特
に
港
湾
と
か

道
路
こ
う
い
っ
た
か
な
り
多
額
の
金
が
不
確
定
な
ま
ま
予
芥
編
成
の
時
点
に
お
い
て
は
、

よ
う
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
が
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
。

オ
ミ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
や
む
を
得
な
い
と
い
う

こ
の
問
題
は
、
四
十
年
度
ば
か
り
で
な
く
、
こ
と
し
な
ん
か
も
さ
ら
に
ま
た
決
算
の
際
に
は
ご
指
摘
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う

の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
が
暫
定
予
算
を
編
成
し
、
こ
ち
ら
が
通
常
予
算
を
編
成
し
た
関
係
上
、
こ
う
し
た
問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
だ
ろ

し
か
し
、
予
鉢
は
、
つ
っ
ぱ
り
当
初
予
算
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
の
も
の
は
織
り
込
む
と
、
そ
う
し
て
一
年
の
見
通
し
を
立
て
て
編
成
す

べ
き
と
い
う
原
則
は
、
こ
れ
は
も
う
大
原
則
で
あ
ろ
う
と
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
ご
指
摘
の
部
分
は
、
わ
れ
わ
れ
と

い
た
し
ま
し
て
も
で
き
る
だ
け
改
善
し
、
充
実
し
、
見
通
し
の
つ
く
も
の
は
当
初
予
箕
に
盛
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
考
え
方
を
進
め
て
い

そ
れ
と
も
う
ー
つ
は
、
こ
の
決
群
の
時
期
的
な
ず
れ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
当
時
は
財
政
的
に
も
か
な
り
ま
だ
予
雰
外
義
務
負
担
等

の
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
か
な
り
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
残
さ
れ
て
お
っ
た
時
代
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
当

初
予
群
の
縞
成
に
お
き
ま
し
て
は
か
な
り
控
え
目
な
大
事
を
と
っ
た
予
雰
を
組
ん
だ
こ
と
も
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

か
よ
う
な
こ
と
で
、

ご
指
摘
の
よ
う
な
当
初
予
芥
と
決
箕
と
の
間
に
か
な
り
な
差
が
で
き
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
問
題
は
ご
指
摘
の
よ
う
に

な
る
べ
く
当
初
予
狂
に
盛
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
方
針
を
強
め
て
い
き
た
い
と
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
る
次
牙
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、

E

両
用
既
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
非
常
に
ジ
レ
ン
マ
に
落
ち
入
る
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
事
業
費
な
ん

か
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
不
足
が
あ
ま
り
出
た
場
合
に
は
、

こ
れ
は
見
租
り
の
違
い
と
か
、
あ
る
い
は
雰
定
が
辛
か
っ
た
と
か
甘
か
っ
た

と
い
う
よ
う
な
問
題
が
あ
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
需
用
毀
に
つ
き
ま
し
て
は
、
足
ら
な
い
分
を
充
実
す
る
の
は
当
然
で
ご
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
節
約
で
き
る
も
の
は
な
る
べ
く
節
約
し
て
む
だ
に
使
わ
な
い
と
。
た
と
え
ば
旅
費
等
が
あ
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
年
度
末
に
不

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
お
る
。

一
方
に
お
い
て
は
大
き
く
四
日
市

ー／ 3-
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0
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
議
案
に
つ
い
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
君
）
登
坦
〕

市
長
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

日
程
牙
四
誰
案
牙
九
十
号
監
査
委
且
の
選
任
に
つ
い
て

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

こ
う
い
っ
た
問
題
と
ど
こ
で
調
整
す
る
か
と
い
う
非
常

要
な
出
張
を
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
不
要
な
消
耗
品
、
備
品
を
買
い
入
れ
る
と
、

に
む
ず
か
し
い
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
ど
う
お
答
え
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ぬ
よ
う
な
問
題
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
き

ま
し
て
は
個
々
の
費
目
に
つ
き
ま
し
て
十
分
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
て
ご
批
判
を
い
た
だ
き
た
い
、
か
よ
う
に
感
じ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い

ご
指
摘
の
よ
う
に
予
算
と
決
算
と
の
関
係
が
、
な
る
ぺ
く
当
初
予
算
と
の
関
係
が
な
る
べ
く
開
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
は
、
も
う
ご
も
っ
と
も
な
ご
意
見
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
十
分
尊
重
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
解
決
で
き
な
い
問
題
も
残
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
精
神
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
の
精
神
を
十
分
尊
重
い
た
し
ま

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
派
か
ら
選
出
し
た
十
四
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設

岡
し
、

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

貝
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
付
託
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
じ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
c
i

よ
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
は
十
四
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
特
別
委

次
に
、
た
だ
い
ま
設
匠
さ
れ
ま
し
た
決
算
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
各
派
に
お
い
て
ご
内
定
願
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ヽ

長

谷

川

以
上
、
十
四
人
を
選
任
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

ご
異
識
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
の
十
四
人
の
諸
君
を
決
算
特
別
委
員
会
の
委
員
に
選
任
す

る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
委
且
長
及
び
副
委
且
長
に
つ
い
て
は
、
本
日
の
散
会
後
直
ち
に
委
員
会
を
開
き
互
選
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

次
に
、

日
程
牙
四
、
議
案
牙
九
十
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

〔
「
異
磁
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

後

藤

藤

太

郎

岩

鐸

元

君

山

本

勝

君

大

谷

喜

正

君

辻

誠

君

六

平

豊

司

君

岩

田

久

雄

君

谷

口

専

九

君

味

岡

郎

君

伊

藤

信

君

服

部

昌

弘

君

安

垣

天

春

文

雄

君

勇

君

坪

井

妙

子

君

委
員
会
条
例
オ
六
条
の
規
定
に
よ
り

r~ 

他
に
ご
質
疑
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
c

他
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

C

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
す
。

ー／ター ー／ダー



次
会
は
、
来
た
る
二
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。

本
案
は
、
市
長
の
推
薦
者
に
同
意
す
る
こ
と
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

C

「
異
議
な
し
」

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

ご
異
識
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
議
案
オ
九
十
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る

本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

午
前
十
時
三
十
二
分
散
会

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
日
の
日
程
は
、
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

r 

そ
れ
で
は
、
議
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

r~ 

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

「
異
議
な
し
」

た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
議
案
牙
九
十
号
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
直
ち
に
採
決

を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

本
市
の
監
査
委
員
二
宮
力
氏
の
任
期
が
、
本
月
十
五
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
同
氏
を
非
常
勤
の
監
査
委
員

と
し
て
選
任
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
、
こ
こ
に
ご
提
案
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
同
氏
の
ご
経
歴
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
手
元
の
経
歴
書
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
う
え
、
ご
同
意
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
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0
出
席
議
且
（
四
十
名
）

牙 0
本
日
の
会
賊
に
付
し
た
事
件

綾
案
オ
八
九
号

並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
：
委
員
長
報
告
：
質
疑
、
討
論
、
諮
決

昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

ガァ

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）
午
前
十
時
開
諮

諮
案
牙
八
九
号

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
（
木
曜
日
）

昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算

0
該

事

日

程

オ

ニ

号

喝
直
十
二
坪
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
会
誤
録
オ
ニ
号

，
 

1

,

`

 ＇ 

＇ .. r
 

．
 

↓

{

 

. -

i 

荒

木

武

治

君

天

春

文

雄

君

味

岡 !「
--ヽ

米

郎

君

田

好

兼

速

記
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0
議
案
説
明
の

、

I

I

t

1

1

〇
欠
席
議
員
（
四
名
）

た
め
出
席
し
た
者

0
市
謡
会
事
務
局

主

事

板

崎

大

之

丞

君

主

事

佐

藤

正

俊

君

主

事

坂

井

長

衛

君

議

事

係

長

小

坂

靖

君

次

長

岩

谷

剛

君

事

務

局

長

菊

地

英

也

君

監

査

委

員

森

新

八

君

梢

防

長

竹

内

鉄

雄

君

次

長

滝

伝

之

助

君

教

育

長

栗

林

武

男

君

副

収

入

役

村

木

喜

代

次

君

建

設

部

長

園

浦

和

己

君

土

木

部

長

輪

喜

代

司

君

衛

生

部

長

中

山

英

郎

君

厚

生

部

長

小

西

忠

臣

君

産

業

部

長

阿

南

輝

彦

君

税

務

部

長

伊

藤

涼

君

総

務

部

長

平

井

清

君

市

長

公

室

長

谷

沢

文

男

君

助

役

庄

司

良

君

助

役

岩

野

見

斉

君

市

長

九

鬼

喜

久

男

君

谷

ロ

専

九

君

喜

多

野

等

君

加

藤

定

男

君

笠 吉

田

七

衛

君

垣

照

男

君
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と
決
定
し
た
次
牙
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
。

0
決
箕
特
別
委
員
長
（
服
部
昌
弘
君
）

〔
決
鉢
特
別
委
員
長
（
服
部
昌
弘
君
）
登
壇
〕

服
部
君
゜

本
件
に
対
す
る
決
邸
特
別
委
且
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
オ

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

本
日
の
出
席
議
員
は
、
三
十
八
名
で
あ
り
ま
す
．

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
事
日
程
牙
二
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
教
育
委
員
長
は
裁
判
の
た
め
欠
席
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
願
い
ま
す
。

議
案
牙
八
十
九
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

日
程
牙
一
、
議
案
牙
八
十
九
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認

昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
容

査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

当
委
且
会
は
、
去
る
十
六
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
委
員
会
を
開
き
、
監
査
委
員
か
ら
監
査
の
意
見
並
び
に
副
収
入
役
か
ら
総
括
的

な
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各
関
係
部
局
の
理
事
者
か
ら
詳
細
な
説
明
を
聴
取
し
、
予
算
執
行
上
の
適
法
性
、
そ
の
行
政
効
果
並
び
に

執
行
上
あ
ら
わ
れ
た
不
用
額
等
を
中
心
と
し
て
検
討
を
加
え
、
特
に
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
岩
野
、
庄
司
両
助
役
の
出
席
を
求
め
、
慎

煎
な
窃
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

総
括
し
て
各
会
計
の
執
行
状
況
を
見
ま
す
と
、
歳
入
に
お
き
ま
し
て
歳
入
予
算
現
額
八
十
三
億
一
●
●
百
三
十
七
万
七
千
七
百
十
五
円

収
入
済
み
額
八
十
五
低
五
千
六
百
八
十
八
万
九
千
四
百
九
十
八
円
で
あ
り
、
予
算
現
額
に
対
し
て
一
〇
こ
．
八
六
％
と
な
っ
た
の
で
あ
り

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
淑
出
予
邸
現
計
額
八
十
三
僻
一
千
八
百
三
十
七
万
七
千
七
百
十
五
円
、
支
出
済
み
額
八
十
億
五
千
百
七
万
四

千
五
十
四
円
で
あ
り
、
予
卯
執
行
率
は
九
六
・
七
八
％
と
な
り
、
差
し
引
き
残
額
五
億
五
百
八
十
一
万
五
千
四
百
四
十
四
円
と
な
る
の
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
に
は
事
業
繰
り
越
し
財
源
四
千
五
百
七
十
一
万
五
千
八
百
三
十
九
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
差
し
引
き
ま

し
た
四
低
六
千
九
万
九
千
六
百
五
円
が
実
質
剰
余
金
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
よ
り
勘
案
し
て
、
当
委
員
会
は
監
査
委
員
の
意
見
を
将
来
の
財
政
計
画
並
び
に
市
政
の
運
営
の
た
め
妥
当
な
内
容
と
認
め
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
四
十
一
年
度
決
算
に
な
お
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
次
の
意
見
を
付
し
て
全
員
一
致
を
も
っ
て
認
定
す
べ
き
も
の

す
な
わ
ち
、
予
郡
の
執
行
に
際
し
常
に
弾
力
的
な
迎
用
を
は
か
り
、
行
政
の
円
滑
化
と
効
率
化
を
は
か
ら
れ
る
と
と
も
に
、
市
税
に
お

け
る
所
得
の
把
掘
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
等
、
財
源
の
確
保
に
意
を
用
い
ら
れ
る
こ
と
。

登
記
事
務
の
遅
延
が
、
各
稲
事
菜
の
辿
捗
、
課
税
の
不
均
衡
等
問
題
を
生
じ
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
整
理
に
万
全
の
対

策
を
講
じ
ら
れ
る
こ
と
。

各
種
事
業
に
対
す
る
補
助
、
助
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
政
効
果
に
つ
い
て
配
慮
の
う
え
、
支
出
さ
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が

支
出
後
も
そ
の
目
的
に
合
致
す
る
よ
う
的
確
な
る
行
政
指
祁
を
行
な
わ
れ
る
こ
と
。

不
法
建
築
物
の
撤
去
と
課
税
の
問
題
は
、
市
民
の
間
に
混
乱
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
十
分
の
指
導
体
制
を
も
っ
て
臨
ま
れ
る

午
前
十
時
五
分
開
議

た
だ
い
ま
か
ら
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

-2ター ーるダー



こ
う
い
う
点
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
委
貝
会
で
ご
検
討
な
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
詳
し
く
お
答
え
を
願
い
た
い
と
、

こ
う
い
う
問
題
を
、

予
群
を
削
り
ま
し
て
や
っ
て
い
る
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う

担
金
、

あ
る
い
は
ま
た
補
助
金
な
ど
を
削
減
し
て
小
学
校
、

中
学
校
、

あ
る
い
は
ま
た
幼
稚
園
等
の
当
然
市
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
ち
ろ
ん
県
立
な
ん
か
も
公
立
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

特
に
小
学
校
、

中
学
校
に
対
す
る
そ
う
い
う
県
立
、

あ
る
い
は
私
立
の
学
校
へ
の
負

金
額
で
備
品
賠
入
挫
が
出
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

い
ろ
い
ろ
P
T
A
、
あ
る
い
は
ま
た
廃
品
回
収
な
ど
の
こ
と
か
ら
総
合

計
を
見
ま
す
と
一
低
四
百
十
六
万
六
千
八
百
五
十
三
円
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
流
用
し
た
面
が
小
学
校
、

中
学
校
合
わ
せ
て
も
相
当
数
ご
ざ
い
ま
す
。

た
と
え
ば
教
育
費
の
中
の
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
、
こ

場
に
お
き
ま
し
て
も
い
ろ
い
ろ
質
問
、

あ
る
い
は
意
見
が
出
て
お
り
ま
す
が
、

教
育
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

ま
ず
全
体
の
予
罪
を
見
ま
し
て
も
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
る
い
は
ま
た
各
議
員
か
ら
こ
の
議

非
常
に
学
校
の
管
理
費
が
非
常
に
不
足
し
て
お
り
ま
し
て

ま
ず
牙
一
点
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
一
般
会
計
の
ほ
う
で
ご
ざ
い
ま
す

J

の
で
、

そ
の
点
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
大
品
武
雄
君

〔
大
島
武
雄
君
登
壇
〕

大
品
君
゜

せ
ん
か
。

の
容
査
結
果
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

の
向
上
に
一
段
の
努
力
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
希
望
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
意
見
を
付
し
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

望
に
こ
た
え
る
た
め
に
は
、

土
木
行
政
に
か
か
る
人
員
の
配
置
と
事
業
量
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
常
任
委
員
会
か
ら
も
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
の
要

に
努
力
さ
れ
る
こ
と
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

こ
と
。

さ
ら
に
増
員
の
必
要
が
あ
り
、
適
正
配
置
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
。

て
い
る
が
、
協
議
会
等
を
通
じ
て
運
営
の
向
上

市
営
魚
市
場
会
計
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
お
い
て
そ
の
施
設
改
善
策
が
進
め
ら
れ

こ
こ
に
長
年
の
議
会
の
要
望
が
実
現
し
、
早
い
時
期
に
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ご

こ
の
決
算
を
来
年
度
の
予
算
に
十
分
反
映
さ
れ
、
本
市
の
行
政
水
準

努
力
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者
各
位
に
は
、

最
後
に
、
本
決
卯
を
ご
審
査
い
た
だ
き
ま
し
た
監
査
委
員
各
位
の
ご
苦
労
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
謝
意
を
表
し
ま
し
て
、
本
委
員
会

委
員
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
ご
質
疑
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
゜
ー
ご
質
疑
ご
ざ
い
ま

た
だ
い
ま
委
員
長
か
ら
特
別
委
員
会
の
ご
努
力
の
報
告
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
て
報
告
が
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

た
い
へ
ん
慎
重
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

ま
た
同
僚
の
方
か
ら
若
千
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
容
議
の
過
程
に
つ
い
て
も
う
ち
よ
っ
と
お
尋
ね
し
た
い
点
が
ご
ざ
い
ま
す

い
ろ
い
ろ
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
長
の
報
告
、
あ
る
い
は

の
中
に
は
教
育
研
究
所
の
分
も
約
二
百
三
十
万
ぐ
ら
い
は
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

あ
る
い
は
ま
た
補
償
補
て
ん
及
び
賠
償
金
な
ど
の
合

そ
の
よ
う
に
多
額
の
お
金
が
眼
立
、
あ
る
い
は
ま
た
私
立
の
ほ
う
へ
行
っ
て
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
小
学
校
の
備
品
購
入
費
と
計

上
さ
れ
て
お
る
の
が
分
校
も
含
ん
で
三
十
校
あ
り
ま
し
て
、
千
二
百
九
十
六
万
二
百
四
十
七
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

校
に
お
き
ま
し
て
は
十
五
校
ご
ざ
い
ま
し
て
、
八
百
三
十
一
万
一
千
五
百
四
十
五
円
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
小
学
校
の
場
合
、

ま
た
、
中
学

こ

う

い

う

こ

と

か

ら

、

一

校

当

た

り

年

間

三

十

校

と

い

た

し

ま

し

て

四

十

三

万

二

千

円

に

約

な

ろ

う

か

と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
掲
合
は
一
校
当
た
り
五
十
五
万
四
千
百
円
に
な
ろ
う
か
ー
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
小
額
の

い
た
し
ま
し
て
、
ま
た
負
担
金
、
補
助
金
、
あ
る
い
は
ま
た
補
償
金
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
も
っ
と
公
立
の
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そ
れ
か
ら
、

民
生
の
ほ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
民
生
費
の
中
に
社
会
福
祉
法
人
の
カ
リ
タ
ス
会
に
相

当
な
金
額
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
状
況
を
聞
き
ま
す
と
、
相
当
こ
こ
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
そ
の
検
討
さ
れ
た
報
告
が
先
ほ
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
も
う
一
度
お
願
い

オ
三
点
目
は
、
土
木
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
道
路
維
持
費
か
ら
道
路
橋
梁
総
務
費
の
ほ
う
へ
流
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

声
を
い
ろ
い
ろ
聞
き
ま
し
て
、
土
木
へ
ま
い
り
ま
し
て
こ
の
道
路
の
維
持
、
あ
る
い
は
補
修
の
面
に
お
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
お
願
い
し
た

り
な
ん
か
し
た
場
合
、
事
務
の
問
題
か
、
あ
る
い
は
ま
た
人
の
問
題
か
し
り
ま
せ
ん
が
、
な
か
な
か
実
行
が
で
き
な
い
点
が
多
々
ご
ざ
い

一
部
の
話
を
聞
き
ま
す
と
、
予
算
が
足
り
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
こ
の
道
路
の
維
持
も
管
理
も
な
か
な
か
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
点
も
ご
ざ
い
ま
す
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
決
算
か
ら
み
ま
し
て
、
こ
の
道
路
維
持
費
が

流
用
さ
れ
て
お
る
と
、
こ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
で
ど
の
よ
う
な
ご
密
議
が
あ
っ
た
か
お
答
え
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

〔
決
算
特
別
委
員
長
（
服
部
昌
弘
君
）
登
壇
〕

0
決
邸
特
別
委
員
長
（
服
部
昌
弘
君
）

た
だ
い
ま
大
島
議
員
の
質
問
に
な
り
ま
し
た
ま
ず
オ
一
点
の
教
育
費
関
係
の
若
議
、
な
お
オ
ニ

点
、
特
に
民
生
費
の
中
で
カ
リ
タ
ス
会
関
係
の
助
成
金
に
関
す
る
容
議
、
オ
三
点
の
土
木
費
の
若
諮
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
、
順
序
を

追
っ
て
穿
議
の
経
過
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
ご
質
問
で
、
少
し
教
育
費
に
関
し
ま
し
て
は
、
ご
質
問
の
ご
趣
旨
が
混
乱
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
率
直
に
そ
う

思
い
ま
す

3

つ
ま
り
一
般
的
に
申
し
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
需
用
費
、

い
わ
ゆ
る
管
理
費
の
少
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
負

担
金
補
助
、
交
付
金
、
あ
る
い
は
賠
償
金
そ
う
い
う
よ
う
な
も
の
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て
非
常
に
あ
ま
っ
て
い
る
と
か
足
ら
な
い
と
か
と
い

う
ご
議
論
は
、
少
し
困
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
。

で、

一
般
的
に
申
し
ま
し
て
、
今
回
の
容
暇
を
通
じ
ま
し
て
学
校
需
用
費
、
あ
る
い
は
管
理
費
、
そ
う
い
う
面
に
多
少
の
何
と
い
い
ま

す
か
残
額
、
不
用
額
を
出
し
て
お
る
と
。
本
来
、
教
育
関
係
に
お
き
ま
す
需
用
費
、
管
理
毀
が
不
足
で
あ
る
、
足
ら
な
い
と
い
い
な
が
ら

な
お
か
つ
決
算
の
と
き
に
な
り
ま
す
と
多
少
の
不
用
額
が
出
て
き
て
お
る
と
、
こ
の
こ
と
自
体
が
私
ど
も
決
算
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

や
は
り
よ
ほ
ど
ど
う
い
う
事
情
で
そ
う
い
う
も
の
が
出
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど

お
っ
し
や
い
ま
し
た
よ
う
に
、
市
内
に
所
在
し
ま
す
中
学
校
、
小
学
校
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
お
き
ま
し
て
は
、
お
っ
し
や
い
ま
し
た
よ
う

に
十
五
校
、
あ
る
い
は
三
十
校
と
い
う
学
校
が
で
き
て
お
り
ま
し
て
、
手
一
ぱ
い
使
っ
て
お
り
ま
し
て
、
お
そ
ら
く
は
決
し
て
十
分
だ
と

は
申
せ
な
い
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
学
校
が
期
末
に
な
り
ま
し
て
残
し
ま
し
た
わ
ず
か
な
金
額
が
集
計
い
た
し
ま
す
と
、
こ
う
い

う
不
用
額
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
く
る
ん
だ
と
い
う
説
明
を
受
け
ま
し
て
、
も
っ
と
も
だ
と
い
う
ふ
う
に
了
承
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

そ
の
こ
と
自
体
が
、
需
用
殴
が
多
額
に
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
十
分
で
あ
る
と
か
い
う
結
論
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
と
に
大
島
諮
員
お
っ
し
や
い
ま
し
た
よ
う
に
、

そ
う
い
う
面
で
今
日
ま
で

P
T
A
の
負
担
金
と
申
し
ま
す
か
、
父
兄
の
負
担
金
と
申

し
ま
す
か
、
そ
う
い
う
い
わ
ゆ
る
税
外
負
担
と
い
わ
れ
ま
す
も
の
は
、
相
当
の
額
に
な
っ
て
お
る
と
い
う
説
明
も
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
は

単
純
に
集
計
い
た
し
ま
す
と
、
大
体
五
千
万
円
ぐ
ら
い
の
程
度
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

た
だ
そ
の

五
千
万
円
と
い
う
の
は
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
そ
の
中
で
公
費
で
負
担
す
べ
き
も
の
が
ど
れ
だ
け
に
な
る
か
と
い
う
結
呆
は

ま
だ
調
査
の
結
果
出
て
お
り
ま
せ
ん
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
現
在
、
教
育
委
員
会
の
ほ
う
で
も
各
P
T
A
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
そ
う
い

う
報
告
に
基
づ
き
ま
し
て
抽
出
調
査
を
や
っ
て
お
る
段
階
だ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
出
て
ま
い
り
ま
す
と
、
そ
の
中
で
ど
れ
く
ら

以
上
三
点
、

服
部
委
員
長
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
、
＞

ま
す
。

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

C
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た
だ
い
ま
委
員
長
か
ら
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
ず
オ
ー
点
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ま
し
て
も
こ
の
私
ど
も
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
予
算
に
対
し
ど
の
よ
う
に
行
政
効
果
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
ま
た
運
営
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
を
検
討
し
て
次
の
予
算
に
ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
ま
た

理
事
者
に
決
心
を
さ
せ
て
、
そ
れ
を
遂
行
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
点
が
最
も
こ
の
決
算
に
つ
い
て
は
大
事
な
点
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
よ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
使
っ
て
不
用
額
が
出
た
、

問
題
に
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

0
大
島
武
雄
君

〔
大
島
武
雄
君
登
壇
〕

あ
る
い
は
全
部
流
用
さ
れ
た
と
。
こ
れ
だ
け
な
ら
ば
で
す
ね
、
そ
れ
ほ
ど
こ
の
決
算
は

ま
た
そ
れ
が
大
事
な
点
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

大
島
君
゜

私
ど
も
の
審
謗
の
過
程
は
、
以
上
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。

で
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
単
に
教
育
痰
、

に
お
き
ま
し
て
も
い
わ
ゆ
る
補
助
金
行
政
と
い
う
も
の
が
、
本
来
の
目
的
を
十
分
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
出
し
ま
し

た
あ
と
か
ら
追
跡
的
に
そ
れ
が
ど
う
い
う
効
果
を
あ
げ
て
お
る
か
、
ど
う
い
う
結
果
を
来
た
し
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
市
と
し
て
ほ

十
分
監
督
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
ど
も
は
結
論
を
出
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
は
先
ほ
ど
委
員
長
報
告
で
申
し
上

げ
ま
し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
土
木
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
島
諧
員
の
お
っ
し
や
る
の
は
多
分
こ
う
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

あ
る
、

え
ず
ま
あ
土
木
行
政
と
申
し
ま
す
か
、
舗
装
だ
と
か
側
溝
だ
と
か
下
水
だ
と
か
、
そ
う
い
う
面
に
対
す
る
市
民
の
要
望
は
非
常
に
熾
烈
で

し
か
も
そ
れ
に
対
し
て
予
算
が
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
つ
か
な
い
と
。
行
政
効
果
が
な
か
な
か
あ
が
ら
な
い
と
い
う
お
気
持
ち
か

ら
で
す
ね
、
こ
の
予
算
で
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
一
部
が
他
に
流
用
さ
れ
る
と
か
い
う
こ
と
は
、

と
い
う
よ
う
な
ご
質
問
か
と
思
い
ま
し
た
ん
で
す
が
、
私
は
そ
れ
が
た
と
え
ば
他
の
部
門
に
流
用
さ
れ
る
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得

ま
せ
ん
が
、
な
ら
ば
土
木
行
政
の
少
な
い
予
算
か
ら
な
ぜ
他
に
流
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
い
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
道
路
維
持

竹
軋

11か
ら
、
た
と
え
ば
新
設
改
良
残
に
回
さ
れ
よ
う
と
、
あ
る
い
は
橋
梁
費
の
ほ
う
に
回
さ
れ
よ
う
と
、
私
は
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
市

民
の
痰
諮
に
や
は
り
こ
た
え
る
た
め
に
最
善
の
予
算
の
執
行
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
い
ん
で
は
な
い
か
と

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
お
っ
し
や
い
ま
し
た
た
と
え
ば
私
立
の
学
校
と
い
う
よ
う
な
施
設
に
対
し
ま
し
て
、
相
当
額
の
補
助
金
を
出
し
な

一
方
に
お
い
て
は
い
ま
お
っ
し
や
い
ま
し
た
そ
の
管
理
費
と
か
需
用
費
が
削
ら
れ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
私
ど
も
は
そ
の
よ
う
に
は
受
け
取
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
問
題
は
別
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
私
立
の
学
校
、
そ
れ
か
ら

を
一
点
の
い
わ
ゆ
る
カ
リ
タ
ス
会
、
聖
母
の
家
に
対
す
る
助
成
金
、
補
助
金
が
本
来
わ
れ
わ
れ
が
当
初
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
よ
う
な
効

果
を
は
た
し
て
あ
げ
て
お
る
の
か
ど
う
か
と
。
行
政
効
果
を
あ
げ
て
お
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
、
私
た
ち
の
検
討
の
中
心
が
置
か
れ

が
ら
、

う
に
、

わ
れ
わ
れ
は
了
解
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
負
担
金
補
助
、
あ
る
い
は
賠
償
金
と
い
う
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
明
許
繰
り
越
し

あ
る
い
は
事
故
繰
り
越
し
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
具
体
的
に
申
し
ま
し
て
た
と
え
ば
塩
浜
中
学
の
土
地
造
成
の
関
係
で
、
や
む

を
得
ず
翌
年
度
に
持
ち
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
、

ざ
い
ま
す
。

い
の
も
の
が
将
来
公
費
と
し
て
、

ー
し
―
―
—
ぷ

ヽ↓
 

つ
ま
り
市
費
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
結
果
が
つ
か
め
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ご

そ
う
い
う
事
情
が
ご
ざ
い
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ

あ
る
い
は
民
生
費
だ
け
に
限
り
ま
せ
ず
、
商
工
費
に
お
き
ま
し
て
も
、
他
の
部
面

わ
れ
わ
れ
議
会
で
絶

ち
よ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

い
ず
れ
に
い
た
し

そ
の
運
用
さ
れ
た
面
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
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効
果
が
あ
っ
た
か
と
、
あ
る
い
は
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
、
理
事
者
が
関
心
を
持
っ
て
い
か
な
け
り
や
な
ら
な
い
と
、
議
員
が
ど
の
よ
う
に
今

後
の
予
算
の
審
議
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
り
や
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
が
、
最
も
大
事
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

そ
う
い
う
点
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
先
ほ
ど
の
オ
一
点
の
点
に
つ
い
て
も
ご
検
討
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
質
問
す
る
ほ
う
が
本
末
転
倒
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
先
ほ
ど
の
お
答
え
で
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
決
算
の
考
え
方
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
で
す
ね
、
た
だ
不
用
額
は
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
こ
と
も
大
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ

ど
申
し
上
げ
た
こ
と
は
で
す
ね
、
最
も
私
ど
も
は
大
事
な
点
で
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ま
し
て
お
尋
ね
を
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

理
事
者
か
ら
の
お
答
え
の
点
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
か
ら
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
た
オ
ニ
点
に
つ
き
ま
し
て
も
や
は
り
委
員
長

か
ら
は
、

カ
リ
タ
ス
会
の
聖
母
の
家
の
問
題
も
十
分
監
督
し
て
い
く
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
理
事
者
が
お
答
え

に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
た
だ
そ
れ
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
、
そ
れ
と
も
も
っ
と
具
体
的
に
お
答
え
が
あ
っ
た
の
か
、

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

カ
リ
タ
ス
会
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
、
実
は
お
た
く
の
会
派
の
方
か
ら
も
ご
審
議
に
参
加
し
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ

う
い
う
説
明
に
つ
い
て
は
お
聞
き
及
び
い
た
だ
い
て
お
る
こ
と
か
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

明
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
理
事
者
の
ほ
う
か
ら
補
足
し
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

カ
リ
タ
ス
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
答
え
い
た
し
ま
す
。
も
し
私
の
説

い
ろ
い
ろ
問
題
と
申
し
ま
す
と
ち
よ
っ
と
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
私
ど
も
に
一
番
深

い
関
心
の
あ
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
と
に
ま
だ
収
容
は
じ
め
ま
し
て
間
が
な
い
と
い
う
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
も
私
ど
も
が
精

薄
児
と
い
う
こ
う
い
う
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
を
何
と
か
し
て
救
い
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
で
よ
う
や
く
設
立
さ

れ
た
ば
か
り
の
施
設
だ
も
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
非
常
に
私
ど
も
と
し
ま
し
て
も
関
心
の
深
い
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
承
知
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
当
初
カ
リ
タ
ス
会
は
精
薄
施
設
設
立
の
申
請
の
当
初
に
お
き
ま
し
て
、
ご
存

じ
の
よ
う
に
軽
度
六
十
、
中
度
六
十
、
重
度
三
十
、
百
五
十
と
、
そ
れ
だ
け
の
精
薄
児
童
を
収
容
す
る
と
い
う
計
画
で
出
発
し
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
計
画
に
基
づ
き
ま
し
て
わ
れ
わ
れ
議
会
の
ほ
う
で
も
こ
れ
に
補
助
金
を
出
す
と
い
う
形
で
は
じ
ま
っ
た
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
後
児
童
の
収
容
に
つ
き
ま
し
て
措
置
権
者
で
あ
る
県
と
カ
リ
タ
ス
会
と
の
間
に
い
ろ
い
ろ
運
営
の
方
針
と
か
、

順
序
と
か
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
折
衝
が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
現
在
、
十
月
の
下
旬
現
在
に
お
き
ま
し
て
、
あ
そ
こ
に
収
容
さ
れ
て
お
り
ま
す
精
薄
児
童
は
三
十
五
名
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
で
軽
度
が
大
体
半
分
、
中
度
が
大
体
半
分
と
い
う
よ
う
な
状
況
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
初
の
目
的

の
百
五
十
名
と
い
う
の
に
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
少
し
時
間
が
か
か
る
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
問
題
は
そ
の
中
で
、
三
十
五
名
の

中
で
四
日
市
市
の
精
薄
児
童
が
入
所
し
て
お
り
ま
す
の
が
六
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
四
日
市
市
の
精

薄
児
童
が
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
そ
こ
で
救
済
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
念
願
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
状
況
は
三
十
五
名
の
よ
う
で
ご

た
だ
中
央
児
童
相
談
所
に
お
き
ま
し
て
、
措
置
決
定
を
現
在
す
で
に
し
て
お
り
ま
す
の
が
四
十
数
名
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
遂
次
県
と

務
所
で
調
べ
ま
し
た
四
日
市
市
内
の
精
薄
児
童
の
数
と
い
う
も
の
は
、
大
体
百
六
十
名
程
度
だ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

カ
リ
タ
ス
会
と
の
間
の
ご
協
議
に
よ
り
ま
し
て
収
容
さ
れ
る
と
い
う
見
通
し
に
な
っ
て
き
て
お
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
福
祉
事

そ
の
う
ち
で
特
殊

学
級
へ
通
学
し
て
み
え
る
子
供
さ
ん
が
、
大
体
五
十
数
名
だ
と
い
う
ふ
う
に
私
ど
も
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
補
助
金
支
出
の
行
政
効
果
が
は
た
し
て
こ
れ
で
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
十
分
私
は
検

ざ
い
ま
す
。

Ili
い

0
決
算
特
別
委
員
長
（
服
部
昌
弘
君
）

じ
ゃ
、
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
決
算
特
別
委
員
長
（
服
部
昌
弘
君
）
登
壇
〕

服
部
君
゜

て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

u』

直＼

そ
の
点
に
つ
い
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0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
臨
時
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
を
閉
じ
、
十
一
月
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。
あ

i
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1
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ー
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け
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!
i
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島

t"
し
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＼
，
い

1
`
,
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右
、
地
方
自
治
法
牙
百
二
十
三
条
牙
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

r~ 

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。

本
件
は
、
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
認
定
い
た
し
ま
し
て
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
案
牙
八
十
九
号
昭
和
四
十
一
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び

そ
れ
で
は
、
議
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

r•~ 

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

れ
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
討
論
の
通
告
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
直
ち
に
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

0
議
長
（
日
比
義
平
君
）

こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

他
に
ご
質
疑
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
を
希
望
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

署

名

議

且

山

本

署

名

賊

員

矢

田

繁

郎

討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
決
算
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て

先
ほ
ど
委
員
長
報
告
の
中
に
、
補
助
金
支
出
に
つ
い
て
は
そ
の
あ
と
も
十
分
に
追
跡
し
て
行
政
効
果
が
十
分
達
せ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
要
望
を
入
れ
ま
し
た
の
は
、
そ
の
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
カ
リ
タ
ス
会
の
聖
母
の

家
が
そ
う
い
う
精
薄
児
童
の
救
済
の
た
め
に
大
い
に
役
立
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
市
の
理
事
者
の
ほ
う
で
も
十
分
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

四
日
市
市
眺
会
議
長

日

午
前
十
時
三
十
八
分
閉
会

勝

比

毅

平

-3.s- -3ダー
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